
（別紙３）

～ 令和7年　11月　28日

（対象者数） 8人 （回答者数） 7人

～ 令和7年　11月　28日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

送迎の際に学校からの引継ぎをしっかり行い、細かな

変化に対応できるように支援を行っていきたい。

2

今後も利用児が様々な経験が出来るように活動の検討

を行っていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

上司や事業主への設備の提案や、タイミングを見て声

掛けを行っていきます。

2

可能な限りハード面の見直しを行い、児童が過ごしや

すい環境を準備して参ります。

3

○事業所名 多機能型支援事業所すてっぷ（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7年　11月　10日

○保護者評価有効回答数

令和7年　11月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　12月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

洗面所やトイレの数が少ない。 利用児童が増えているのと、多機能で行っているので児

発の児童と重なってしまう事がある。

バリアフリーではない為、下肢に障がいのある児童の受

け入れが難しい。

構造上バリアフリー化が難しい。

小集団で取り組めているので利用児の状況に合わせて対

応が出来ている。

その日の利用児の状態に対して声掛けを行ったり、利用

児が話がしやすい様に場面転換を行い1：1での対応な

ども出来るように配慮を行っている。

音楽活動や工作、運動系など様々な活動が設定出来てい

る。

一人一人の利用児の特性や趣味に合わせた対応を行う様

にしている。

事業所における自己評価総括表公表


